
社会福祉士及び介護福祉士

概　　要 社会福祉士及び介護福祉士の概要社会福祉士及び介護福祉士の概要 

社会福祉士の資格取得方法 
社 会 福 祉 士 資 格 （ 登 録 ）  

社 会 福 祉 士 国 家 試 験  

実務2年 
指定施設 

（更生相談所等） 

実務1年 
指定施設 

（更生相談所等） 

福祉系短大等 
 
 
3年 
 
 

指定科目履修 
（18科目） 

福祉系大学等 
 
 
4年 
 
 
 
 
 

指定科目履修 
（18科目） 

・児童福祉司 
 
・身体障害者 
　福祉司 
 
・査察指導員 
 
・知的障害者 
　福祉司 
 
・老人福祉士 
　指導主事 
 
　　4年 

実務1年 
指定施設 

（更生相談所等） 
 

 
短期養成施設等（６月以上） 

福祉系短大等 
 
 
3年 
 
 

基礎科目履修 
（12科目） 

実務2年 
指定施設 
 

（更生相談所等） 

福祉系大学等 
 
 
4年 
 
 
 
 
 

基礎科目履修 
（12科目） 

 
一般養成施設等（１年以上） 

実務1年 
指定施設 

（更生相談所等） 
 

一般大学等 
 
 
4年 
 
 
 
 
 

基礎科目を 
履修していない者 

一般短大等 
 
 
3年 
 
 

基礎科目を 
履修していない者 

実務2年 
指定施設 

（更生相談所等） 

一般短大等 
2年 
 

基礎科目を 
履修していない者 

実務4年 
指定施設 

（更生相談所等） 

社会福祉主事 
養成機関 

実務2年 
指定施設 
 

（更生相談所等） 

福祉系短大等 
2年 
 

基礎科目履修 
（12科目） 

高　校　卒　業　者　等 

介護福祉士の資格取得方法 

介護福祉士の資格（登録） 

選　　　　択 

福祉系高等学校において
厚生労働大臣が定める科
目を履修して卒業した者 

介護等の業務経験が 
3年以上ある者 

養成施設 
（1年課程） 

 

・福祉系大学等 
・社会福祉士養成施設等 
・保育士養成所等 
 

養成施設 
（2年以上） 

高　校　卒　業　者　等 

［社会福祉士とは］ 
　社会福祉士の名称を用いて、専門的知識及び技術をもって、身体上若しくは精神上の障害があることまたは環境上の理由により
日常生活を営むのに支障がある者の福祉に関する相談に応じ、助言、指導、福祉サービスを提供する者又は医師その他の保健医療
サービスを提供する者その他の関係者との連絡及び調整その他の援助を行うことを業とする者である。 
　大学において厚生労働大臣の指定する社会福祉に関する科目を修めて卒業した者等で、社会福祉士試験に合格した者が、登録を
受けて社会福祉士になることができる。 

［介護福祉士とは］ 
　介護福祉士の名称を用いて、専門的知識及び技
術をもって、身体上または精神上の障害があるこ
とにより日常生活を営むのに支障がある者につき
心身の状況に応じた介護を行い、並びにその者及
びその介護者に対して介護に関する指導を行うこ
とを業とする者である。 
　高校卒業以上の者で、厚生労働大臣の指定する
養成施設を卒業した者及び3年以上介護等の業務
に従事し、介護福祉士試験に合格した者が、登録
を受けて介護福祉士となることができる。 

介護福祉士国家試験 

介護技術講習 

実技試験 

福祉系短大等 
 
2年 

指定科目履修 
（18科目） 

（実技試験 免除） 

筆記試験 

詳細データ① 社会福祉士国家試験及び介護福祉士国家試験の結果

第22回（2009（平成21）年度） 43,631人 11,989人 27.5％ 

区　分 
社会福祉士 
合格者数 合格率 受験者数 

153,811人 77,251人 50.2％ 

介護福祉士 
合格者数 合格率 受験者数 

資料：厚生労働省社会・援護局調べ。 

社会福祉士国家試験及び介護福祉士国家試験の結果 

詳細データ② 社会福祉士及び介護福祉士資格取得者数

2010（平成22）年度 134,066人

社会福祉士

898,429人 265,863人632,566人

介護福祉士
国家試験 養成施設

資料：厚生労働省社会・援護局調べ。
（注）9月末現在の登録者

社会福祉士及び介護福祉士資格取得者数
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